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近
年
、
大
豆
や
大
豆
の
加
工
品
の
納
豆
の
効
能
が
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、
中
国
で
は
約
五
千
年
前
か
ら
栽
培
し
て
い
た
。
『
医
心
方
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
晴
唐
以
前
の
文
献
に
、
大
豆
や
大
豆
の
加
工

品
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

当
時
の
人
々
は
大
豆
を
さ
ま
ざ
ま
に
加
工
し
て
食
べ
た
り
、
単

方
ま
た
は
配
合
剤
と
し
て
工
夫
を
重
ね
、
傷
病
の
治
療
に
役
立
て

た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
症
状
に
よ
っ
て
は
大
豆
や
、
そ
の
加
工

品
が
害
に
な
る
こ
と
も
見
の
が
さ
ず
、
禁
忌
も
七
つ
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
呪
術
に
も
用
い
た
。
現
代
で
も
行
わ
れ
て
い
る

節
分
の
豆
撒
き
や
福
豆
、
各
地
に
伝
わ
る
習
俗
の
源
流
を
、
そ
こ

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
医
心
方
」
巻
鋤
食
養
篇
で
は
、
五
穀
部
型
種
の
２
位
に
大
豆
が

ま
め

あ
る
。
古
和
名
は
「
末
女
」
で
、
「
ま
」
は
丸
い
こ
と
、
「
め
」
は

実
の
意
で
、
「
ま
め
」
と
い
え
ば
大
豆
を
指
す
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
あ

３
「
医
心
方
」
に
み
る
大
豆
に
つ
い
て

槇
佐
知
子

ブ
（
》
Ｏ

「
医
心
方
』
に
は
大
豆
と
そ
の
加
工
品
が
三
二
六
回
、
登
場
す
る
。

記
述
が
な
い
の
は
巻
２
鍼
灸
篇
と
、
巻
”
養
生
篇
だ
け
で
あ
る
。

巻
塑
占
相
篇
で
は
生
年
の
干
支
に
よ
る
天
寿
と
、
干
支
に
適
す
る

食
品
を
挙
げ
て
い
る
が
、
「
豆
」
が
良
い
と
い
う
の
が
Ⅳ
あ
る
。
大

豆
は
豆
の
代
表
格
な
の
で
数
に
入
れ
た
が
、
丸
薬
の
大
き
さ
を
示

す
「
如
大
豆
」
（
大
豆
く
ら
い
の
）
の
場
合
は
数
に
入
れ
な
い
。

〔
医
心
方
に
登
場
す
る
名
称
と
利
用
度
〕

名
称
回
数
禁
忌
呪
術

大
豆
（
黒
大
頭
・
烏
豆
）
Ⅱ
１
５

豆
鋤
１
町

大
豆
粉
２
１

大
豆
黄
巻
８

鼓
（
大
豆
鼓
・
豆
鼓
）
Ⅲ
〃
１

好
鼓
（
鼓
の
敬
称
）
加

美
鼓
（
鼓
の
敬
称
）
２
、
冊

香
鼓
妬

好
香
鼓
２
」

香
美
燗
鼓
心
１
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塩
鼓
１

豆
醤
１
１

豆
醤
（
大
豆
醤
）
９
１

醤
週
２

清
醤
１

醤
漬
１

醤
中
瓜
１

大
豆
葉
３

豆
莪
１

右
の
う
ち
「
黒
大
豆
」
と
指
定
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
古
方
で

は
薬
用
は
黒
大
豆
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

大
豆
の
発
酵
食
品
「
鼓
」
に
は
鰄
豆
鼓
と
淡
豆
鼓
が
あ
り
、
薬

用
に
は
黒
大
豆
製
の
淡
豆
鼓
だ
け
を
用
い
た
。
本
書
の
鼓
・
大
豆

鼓
・
豆
鼓
そ
の
他
は
、
す
べ
て
そ
の
略
で
あ
る
。
た
だ
し
一
例
だ

け
塩
鼓
（
鰄
豆
鼓
）
が
登
場
す
る
が
、
そ
れ
は
眼
に
ご
み
が
入
っ
た

と
き
で
「
器
に
水
を
入
れ
、
そ
の
中
に
塩
鼓
少
々
を
沈
め
、
顔
を

水
に
つ
け
て
眼
を
ひ
ら
き
、
塩
鼓
を
み
つ
め
る
と
ご
み
が
と
れ
る
」

と
『
葛
氏
方
」
に
あ
る
。
鼓
は
秦
・
漢
代
に
中
国
で
始
め
て
作
ら

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
８
１
９
の
耆
婆
の
処
方
で
す
で
に
使

わ
れ
て
い
る
。
耆
婆
は
釈
尊
に
仕
え
た
医
師
で
あ
る
か
ら
、
イ
ン

ド
の
方
が
中
国
よ
り
も
早
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

〔
大
豆
黄
巻
〕
黒
大
豆
の
も
や
し
の
加
工
品
。

〔
香
美
燗
鼓
心
〕
鼓
を
天
日
に
乾
し
て
砕
き
、
少
し
妙
っ
て
香
ば

し
く
な
っ
た
ら
火
を
止
め
た
も
の
で
、
香
鼓
・
好
香
鼓
も
こ
れ
か
。

現
代
の
日
本
に
お
け
る
漢
方
で
は
、
納
豆
を
鼓
の
代
用
に
あ
て
て

い
る
Ｏ〔

醤
中
瓜
〕
醤
漬
け
に
し
た
瓜
で
、
便
秘
の
場
合
は
現
代
の
灌
腸

が
わ
り
に
、
長
さ
３
寸
の
も
の
を
肛
門
へ
挿
入
す
る
。

〔
豆
莪
〕
大
豆
の
豆
が
ら
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
煎
じ
て
口
に
含

み
、
口
臭
を
消
し
た
。

〔
桂
不
己
心
〕

大
豆
…
…
大
豆
と
小
豆
の
食
べ
合
せ
。
季
節
と
日
。

大
豆
粉
…
大
豆
粉
と
豚
・
猪
の
食
べ
合
せ
。

豆
…
…
…
水
病
の
時
。

大
豆
醤
…
妊
娠
中
。

醤
：
…
・
・
：
松
脂
を
食
べ
て
断
穀
す
る
時
。
口
舌
瘡
。

鼓
…
…
…
（
安
胎
法
）
鯉
の
朧
に
酢
と
鼓
を
入
れ
る
な
。


